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十
月
末
三
泊
四
日
で
福
島
県
を
旅
行
し
た
。
福
島
駅
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
し
、
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
か
ら
磐
梯
吾
妻
レ
ー
ク
ラ
イ
ン
、
磐
梯
山
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
を
経
由
し
て
会
津
若
松
に
向
い
、

近
隣
観
光
を
し
て
大
内
宿
か
ら
郡
山
駅
に
戻
る
ル
ー
ト
で
計
画
し
た
。 

 

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
は
吾
妻
山
の
激
し
い
噴
気
を
間
近
に
見
、
高
原
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん

だ
。
そ
こ
か
ら
レ
ー
ク
ラ
イ
ン
経
由
磐
梯
山
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
レ
ー
ク
ラ
イ

ン
東
側
入
り
口
は
閉
鎖
さ
れ
、
仕
方
な
く
迂
回
し
た
。
後
で
調
べ
る
と
、
レ
ー
ク
ラ
イ
ン
は
今
年
八

月
三
日
の
豪
雨
で
道
路
が
流
失
、
一
時
全
面
通
行
止
め
に
な
り
、
西
側
か
ら
中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
迄
は
八
月
二
十
五
日
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
た
と
あ
り
、
ま
っ
た
く
事
前
調
査
不
足
だ
っ
た
。 

ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
の
中
間
に
あ
る
星
野
リ
ゾ
ー
ト
で
、
夜
「
磐
梯
星
あ
る
き
」
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、

ホ
テ
ル
に
隣
接
す
る
ゴ
ル
フ
場
ま
で
歩
き
、
そ
こ
で
星
空
を
観
察
す
る
。
満
天
の
星
空
は
澄
ん
で
い

て
、
し
ば
し
時
間
を
忘
れ
さ
せ
る
。
星
を
眺
め
て
い
る
と
沖
縄
の
波
照
間
島
や
蓼
科
の
空
を
思
い
出

し
た
。 

五
色
沼
湖
沼
群
と
裏
磐
梯
の
景
観
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
レ
ー
ク
ラ
イ
ン
西
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
し
か
な
い
の
で
翌
日
走
っ
た
。
途
中
毘
沙
門
沼
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
一
休
み
、
こ
こ
で
は
紅
葉
が

真
っ
盛
り
で
裏
磐
梯
の
荒
々
し
い
山
容
が
青
空
に
映
え
て
い
た
。 

 

会
津
若
松
で
は
、
幕
末
戊
辰
戦
争
の
悲
劇
を
偲
び
な
が
ら
、
鶴
ヶ
城
、
飯
盛
山
の
白
虎
隊
所
縁

ゆ

か

り

の

記
念
館
、
会
津
藩
校
「
日
新
館
」
等
を
巡
っ
た
。
日
新
館
の
名
前
は
、
四
書
五
経
の
『
大
学
』
に
殷

の
湯
王
が
盥

た
ら
い

に
「

苟
ま
こ
と
に

日
新
、
日
々
新
、
又
日
新
」
と
刻
ん
だ
と
い
う
故
事
か
ら
取
っ
た
と
い
う
。

私
が
中
国
に
居
た
と
き
揮
毫
を
頼
ま
れ
る
と
、
こ
の
言
葉
を
よ
く
書
い
て
い
た
。 

 

東
山
温
泉
と
湯
野
上
温
泉
に
泊
ま
り
、
露
天
風
呂
で
秋
の
風
情
を
愛
で
、
福
島
の
酒
と
料
理
を
た

っ
ぷ
り
楽
し
ん
だ
。 

 

福
島
は
今
ま
で
山
に
囲
ま
れ
た
県
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
福
島
盆
地
や
郡
山
盆
地
の
中
通
り
、
会

津
盆
地
な
ど
平
地
が
多
い
米
ど
こ
ろ
で
、
生
産
量
も
二
〇
二
一
年
に
は
全
国
七
位
を
誇
っ
た
よ
う
だ
。

旅
を
終
え
て
、
福
島
県
は
豊
か
な
自
然
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
県
だ
と
再
認
識
し
た
。 


